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 日 差 しが日 増 しに暖 かくなり、逗 子 の海 も輝 きを増 す季 節 となりました。  

 

 本 日 、私 たちは逗 子 開 成 高 校 を卒 業 します。先 生 方 、在 校 生 の皆 さん、私 たちのため

にこのよ うな素 晴 らしい式 典 を催 していただき 、あ りが と うございます。来 賓 の皆 さま 、保 護

者 の皆 さま、私 たちの為 に足 をお運 びいただきましたこと 、心 よりお礼 申 し上 げます。  

 

 六 年 前 、 この同 じ場 所 で入 学 を祝 っていただいたのが 、ついこの間 のこ とのよ うに感 じら

れます。それほど、この逗 子 開 成 での中 高 生 生 活 は、豊 かで実 り多 いものでした。  

 振 り返 る と 、体 育 祭 では、応 援 団 を何 度 も経 験 し、全 体 を盛 り上 げよ う と 、皆 で工 夫 を

凝 らしま した 。男 子 校 ならではの激 しい競 技 もあ り 、特 別 なイベン トで した 。特 に 、高 三 の

体 育 祭 は最 後 の学 校 行 事 で、事 前 の練 習 にも熱 が入 り 、やり遂 げたときの感 動 はひとし

おでした。  

 

 開 成 祭 では、実 行 委 員 を中 心 に、伝 統 を守 りつつ、新 しいものも積 極 的 に取 り入 れま

した 。私 たちは、突 然 大 勢 が踊 りだすフラッシュモブとい うものを初 めて試 みました 。そんな

中 、とても多 くの人 が協 力 してくれたのを今 でも覚 えています。他 の企 画 においても誰 もが、

部 や学 年 を越 えて皆 で一 つのものを作 り上 げているという一 体 感 を感 じることができたと思

います。  

 部 活 動 では、私 は六 年 間 、フィジカルアート部 に所 属 していました。一 つ一 つの公 演 に

全 員 が出 演 する、つまり皆 が主 役 になれるこの部 を、私 はとても好 きでした。公 演 を重 ねる



うちに 、生 徒 も保 護 者 の方 々も、そして先 生 まで、よ り多 くの方 に覚 えていただいたのが私

たちの誇 りです。  

 

 そして、最 後 の全 力 投 球 は受 験 でした。勉 強 が楽 しいとは決 して言 えませんが、先 生 方

に支 えられ、仲 間 と一 緒 に乗 り越 えるのが、我 が校 の強 さです。一 番 つらい時 期 に、同 じ

目 標 に向 かって共 に努 力 した友 人 は、きっと一 生 の宝 です。このよ うな経 験 を経 たからこ

そ、私 はこれからも強 く生 きていけそうな気 がします。  

 

 このよ うに充 実 した六 年 間 、先 生 方 はその全 てを温 かく見 守 って下 さいました。まだ幼 か

った中 学 生 時 代 は、悪 ふざけを厳 しく叱 り 、頑 張 ったときには手 放 しでほめて下 さいました。

高 校 生 になるといつも 、一 人 ひと りを尊 重 し 、大 人 になろ う とする私 たちを応 援 して下 さい

ました。怖 いほど冷 静 な先 生 から 、親 しみやすい先 生 、面 白 いほど熱 い先 生 までいらっし

ゃいますが、どの先 生 にも本 当 にお世 話 になりました。  

 そ して 、お父 さんお母 さんは、いつも私 たちの活 動 を熱 心 に応 援 して くれました 。息 子 が

所 属 する部 活 に限 らず、いろいろな部 活 の試 合 や公 演 に来 てくれる方 もた く さんいました。

本 当 にありがと うございます。これからも、私 たちが大 人 に、そして立 派 な人 間 へと成 長 して

いけるように 、そっと見 守 ってください。  

 二 年 生 の皆 さん、これまで私 たちを力 強 く支 えてくれたのを良 く覚 えています。応 援 団 は

まるで部 活 のよ うで 、一 緒 に練 習 し 、本 番 をやり遂 げた喜 びは忘 れません。私 たちが始 め

たフラッシュモブは、今 年 度 も開 成 祭 でやったと聞 き 、 とても嬉 しいです。 部 活 で、またそ う

じゃなくても行 事 などで、私 たち高 ３から何 かを感 じ、そしてこの先 ひきついでくれたなら、き

っと 、ここにいる卒 業 生 は嬉 しいことでしょ う 。  



 来 年 度 、皆 さんは受 験 に向 かうわけですが、仲 間 を大 事 にして頑 張 ってください。受 験

において友 人 の存 在 が力 になるとい うことは間 違 いありません。孤 独 にならずに、最 後 まで

駆 け抜 けていってください。  

 

 

 卒 業 生 の皆 へ。こ こで私 は、以 前 にも皆 の前 で発 表 したこ とのある言 葉 を、も う一 度 言

いたいと思 います。英 語 です。覚 えていますか。  

 Y o u  h a v e  t h e  p o w e r !  T h e  p o w e r  t o  c r e a t e  h a p p i n e s s .  Y o u  h a v e  t h e  p o w e r  t o  

m a k e  t h i s  l i f e  a  w o n d e r f u l  a d v e n t u r e .  

チャップリンの言 葉 です。私 たちは皆 、自 分 自 身 のうちに、幸 せを作 り出 し、人 生 を素 晴 ら

しい冒 険 にする力 を持 っているのです。 この学 校 での六 年 間 が、私 たちにそのよ うな力 を

与 えてくれました 。 この恵 まれた環 境 を離 れ、私 たちはそれぞれ新 たな場 所 で 、新 たな経

験 を積 んでいきます。その中 で、この六 年 間 を通 して学 んだことを大 いに生 かし、己 の力 で

前 へ進 んでいける と確 信 しています。僕 は、 この学 校 が、そしてこの学 年 の皆 が大 好 きで

す。今 、自 分 の周 りにいる友 を忘 れずに、これからも生 きていきましょ う！  

 

 最 後 になりますが、今 日 まで私 たちを支 えて下 さった皆 さまに改 めてお礼 申 し上 げるとと

もに、逗 子 開 成 学 園 のますますのご発 展 をお祈 りし、答 辞 の言 葉 とさせていただきます。  

              

                                      平 成 二 十 八 年 三 月 一 日                      

卒 業 生 代 表   三 澤  友 康  


